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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 尿細管糸球体フィードバック（TGF）は腎糸球体濾

過値（GFR）の自動調節を行う腎臓固有の機構であり，

傍糸球体装置（JGA）を介して作動するものと考えら

れている．長期食塩負荷は細胞外液を増大させ，TGF

の作動をほぼ完全に抑制するが，この機序は明かでは

ない．今回食塩負荷ラットを用いて，これまで報告の

ある尿細管液中のTGF抑制との関係をより詳細に観

察，長期的な細胞外液増加状態におけるGFR調節機

序を考察した．

 方法

 ウイスターラットを対照群（通常餌飼育）と高塩群

（高食塩餌飼育；NaCl 4％）に分けた。ネフロソ機i能の

評価のため，マイクロバソクチャー法にて単一ネフロ

ソGFR（SNGFR）を近位，遠位尿細管それぞれで測

定．またTGFの作動状態を観察するためにリンガー

液にてヘンレ系蹄を一定速度で灌流し，SNGFRの変

化を観察した．なお，腎三流圧の変動は腹部大動脈に

装着した絞やく装置を用いた．

 結果

 GFRとRPFは腎灌流圧がほぼ100mmHg以上で一
定に保たれ，両群ともに良好な自動調節能を示した．

ネフロンの近位尿細管で測定したSNGFR（SNGFR－

P）の自動調節能は対照群で不良であったが高塩群で

は良好に保たれた．ヘンレ系蹄の微小灌流下の

SNGFR－Pは両群ともに遠流速度と相関を持って低下

したが，その反応曲線は高塩群では対照群に比べ有意

に下方に偏位していた．また，自己の近位尿細管から

採取した糸球体濾液による微小読流では，対照群でリ

ンガー液による反応と同様であったが，高塩群の反応

はほぼ抑制されていた．

 考案

 糸球体濾液中の因子が食塩負荷時のTGF抑制に関

与する可能性はHaeberle等により報告されている．

しかしその定量的な評価を行ったのはこの論文が初め

てである．抑制因子の性状に関しては今後の研究が必

要であるが，Bricker等の提唱するナトリウム利尿因

子との関連は極めて興味深い。また，慢性的なTGF抑

制下でも高塩群の腎自動調節能は保たれており，TGF

以外の機構（Myogenic mechanism）の補完的な作動

が示唆された．

 結論

 長期食塩負荷のラットにおいて

 1，尿細管糸球体フィードバック（TGF）は尿細管液

中の因子により抑制されることが示唆された．

 2．腎自動調節の保持にはTGFと相互補完的に作

動する機序の関与が考えられた．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究はラットの腎マイクロバソクチャー法を用い，腎尿細管糸球体フィードバックが存在し，腎血行力学

上の自動能の保持に密接な関係をもつことを証明したもので，学術上価値ある論文である．
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